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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、週
を通じて上昇しました。週末25日（金）の
取引時間中には今年1月4日につけた年初来
高値を一時上回りました。円安の進行により、
自動車や電機などの輸出関連企業の業績改善
期待が一段と高まったことが、主な要因とな
りました。（週末引け値：18,381.22円）

週間では、日経平均株価は2.30％の上昇､
東証株価指数は2.53％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2016年11月21日～11月25日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前
週末比で上昇（価格下落）しました。週央ま
では日銀の買い入れオペや、超長期債入札を
受けて一進一退の展開となりました。週末は、
米長期金利の先高観を背景にした米債券安が
国内債券の売り（利回りの上昇）に波及し、
一時0.045％とおよそ9ヵ月ぶりの高水準をつ
けました。（週末引け値：0.042％）

週間では、10年国債金利は0.002％の上昇と
なりました。

（審査確認番号H28-TB227）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、米大統
領選後の流れを引き継ぎ週を通して上昇とな
り、連日市場最高値を更新しました。23日
（水）に米連邦公開市場委員会（FOMC）議
事録が公表されたものの、12 月の利上げを予
想している投資家が多いため反応は限定的で
した。週末は米金利上昇が落ち着く中、公益
や通信等の高配当株が中心に買われ、上昇し
ました。（週末引け値：19,152.14ドル）

 週間ではNYダウは1.51％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比下落でス
タートしました。週央以降は、米金利の先高
観を背景とした米ドル高の流れや日米の株価
上昇など投資家のリスク選好の高まりから円
は対米ドルで下落しました。24日（木）に
はロンドン外国為替市場で、一時113円53銭
近辺と3月15日以来約8ヵ月ぶりの円安・米
ドル高水準となりました。（週末引け値：
113円00銭～10銭）

 週間では米ドル/円は2.08％の円安、ユーロ
/円は2.04％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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